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市 長さんや議 員さんが、
私たちの住む上野原のことを
しっかり考えてくれているのだ
と安心しました。

経済のことや市のことにつ
いて、もっと関心を持ってい
きたいと思いました。

授業で「人口」「環境」「キ
ヌア」について調べています
が、ちょうど３つのことが議論
されていたので、とても勉強
になりました。

機会があれば、また傍聴
に参加してみたいです。

上野原高校３年
岡本 海里さん

上野原高校３年
石塚 未夏さん

今
年
夏
の
選
挙
か
ら
、

選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

7
月
10
日
の
参
議
院

議
員
選
挙
を
目
前
に
控

え
、
有
権
者
と
な
る
上
野

原
高
校
3
年
生
20
人
が
、

6
月
14
日
、
第
2
回
定
例

会
本
会
議
一
般
質
問
を
傍

聴
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
高
校
生
の
政

治
へ
の
関
心
を
高
め
る
た

め
計
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
初

め
て
の
経
験
に
緊
張
し
つ

つ
も
、
議
員
か
ら
の
質
問

と
市
長
を
は
じ
め
と
す
る

担
当
部
課
長
に
よ
る
答
弁

の
や
り
と
り
を
、
真
剣
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

高校生が議会を傍聴

の未来を！
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市の人口について、こん
なにも減っているということを
知り、驚きました。

私は、将来上野原で働き
たいと思っています。

上野原が、より生活しやす
くなれば良いと思います。

市役所には行ったことがあ
りますが、３階に議会がある
ことは知りませんでした。

私のような若者が増えてい
ると思いますので、もっと若
者に、議会や政治のことを知
らせてほしいです。

上野原に住む私たちのた
めに、何時間もかけて議論
が行われていることを、改め
て知りました。

これからも、沢山の人たち
の声を聞いて、良い市をつく
っていってほしいです。

難しい話もありましたが、
議員さんと市長さんが、上野
原市をより良くするために話し
合っていることが、とても伝わ
ってきました。

選挙は、まだ実感が湧きま
せんが興味を持ちたいです。

市ではどんな支援を行って
いるのか、全くわかりません
でしたが、子育て支援センタ
ーを中心に、子育てしやす
い環境を整えて、活力あるま
ちにするために議論がされて
いることがわかりました。

議会でどんなことが議論さ
れているのか、良く知らなか
ったので、議会を傍聴するこ
とが出来て良かったです。

若い人たちも、上野原のこ
とや、政治について考えない
といけないと思いました。

上野原高校３年
小俣虎太郎さん

上野原高校３年
佐藤みなみさん

上野原高校３年
岡本 紗弥さん

上野原高校３年
鈴木 滉祐さん

上野原高校３年
水越 可純さん

上野原高校３年
若野 歩夢さん

市
議
会
で
は
、
未
来
を

担
う
若
い
世
代
の
人
た
ち

が
、
議
会
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

－わたしたちも考えます－

うえのはら
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第 2回
定例会

平
成
28
年
第
2
回
定
例
会
は
、
6
月
6
日
か
ら
20
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
市
長
か
ら
提

出
さ
れ
た
条
例
の
改
正
や
、
27
年
度
補
正
予
算
等
の
専
決
処
分
な
ど
、
13
案
件
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

（
仮
称
）
新
上
野
原
保
育
所
建
設
工
事
請
負
変
更
契
約
締
結
及
び
行
政
防
災
無
線
（
同
報
系
）
デ
ジ
タ
ル
化

整
備
工
事
請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て
は
討
論
が
行
わ
れ
、
そ
の
賛
否
に
つ
い
て
審
議
し
た
結
果
、
賛
成
多
数

で
原
案
の
と
お
り
可
決
。
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

現在、平成29年4月開所に向け、（仮称）新上野原保育所
の建設が進められています。
雨天や猛暑時等における、園児の安全や利便性を考慮
して「キャノピー（ひさし）」を設置するほか、健康増進・
体力向上のため「のぼり棒」を設置したり、利用者の安全
性と道路の高寿命化を図るため、道路のアスファルト面
を増工するなどの工事を追加して行うための契約です。

契 約 金 額 変更前 591,300,000円
 変更額  39,548,520円
 変更後 630,848,520円

契約の相手方	 長田組土木株式会社
	 （甲府市飯田4-10-27）

（仮称）

新上野原保育所建設工事
　請負変更契約締結を可決

定例会で決まった主なこと
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現在使用している車両は、25年間の
出動に使用され、随所に老朽化が生じ
ており、新たな車両を購入するための
契約です。
写真は、購入を予定している車両と
同型の救助工作車です。

既存の設備は、古いもので30年以上が経過し、老朽
化による故障が頻発しています。
また、平成17年に無線設備規則が改正され、平成34
年12月1日以降、既存の設備は使用できなくなります。
このため、交付税算入率が高い、有利な緊急防災・
減災事業債を活用し、既存のアナログ設備から、デジ
タル設備へと更新するための工事請負契約です。

契 約 金 額 116,100,000円

契約の相手方	 株式会社モリタ東京営業部
	 （東京都港区西新橋3-25-31）

契 約 金 額 453,018,960円

契約の相手方	 	日本電気・和田電業社上野原市
防災行政無線（同報系）デジタ
ル化整備工事共同企業体

	 （甲府市相生2-3-16）

上野原市防災行政無線（同報系）
　デジタル化整備工事請負契約締結を可決

消防署用救助工作車
　購入契約締結を可決
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（
主
な
も
の
）

▼
上
野
原
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
税
制
改
正
に
伴
い
、
平
成

28
年
度
以
後
の
年
度
分
の
国
民
健
康
保
険

税
に
お
い
て
、
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

や
、
５
割
軽
減
及
び
２
割
軽
減
基
準
額
の

見
直
し
を
行
う
も
の
。

▼
平
成
27
年
度
上
野
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
5
号
）

主
に
、
年
度
末
の
各
事
業
の
確
定
に
伴

う
補
正
で
す
。

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
1

億
5
0
6
1
万
１
千
円
を
追
加
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
総
額
を
1
2
7
億
6
5
3
6
万
8

千
円
に
定
め
る
も
の
。

新田地内の道路３路線
　①松留中新田１号支線

　②上野原駅南口駅前広場１号支線

　③上野原駅南口駅前広場２号支線

上野原駅南口駅前周辺整備に伴って、
３路線を整備し、市道として認定するも
のです。

秋山地内の道路２路線
　④下

しもおさきなかのはら

尾崎中野原線

　⑤大
おおちがいとかきのきだいら

地海戸柿木平線

山梨県の管理道路のうち、
バイパス工事によって旧道と
なった２路線の移管を受け、
維持管理を行うため、市道と
して認定するものです。

⑤

④

５路線を市道認定

専決処分 とは　・・・
議会の議決を経なければならない事柄

について、議会を招集する時間的余裕が
ないことが明らかである場合などで、市長
の判断で処理すること。次の議会で承認
を求めなければなりません。

①②

③
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議
案
番
号

案　件　名

付
託
委
員
会

遠
藤
美
智
子

川
田
　
好
博

久
嶋
　
成
美

東
山
　
洋
昭

村
上
　
信
行

小
俣
　
　
修

川
島
　
秀
夫

杉
本
　
公
文

田
中
　
英
明

山
口
　
好
昭

長
田
喜
巳
夫

杉
本
　
友
栄

尾
形
　
幸
召

鷹
取
　
偉
一

岡
部
　
幸
喜

尾
形
　
重
寅

審
議
結
果

69 （仮称）新上野原保育所建設工事請負変更
契約締結について

総務
産業 ○ ● ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○

原案
可決

72 上野原市防災行政無線（同報系）デジタル
化整備工事請負契約締結について − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

番
号

付
託 案　件　名 結果

60 ―
専決処分の承認を求めることについて

（上野原市税条例等の一部を改正する条例
制定について）

承認

61 ―
専決処分の承認を求めることについて

（上野原市税国民健康保険税条例の一部を
改正する条例制定について）

62 ―
専決処分の承認を求めることについて

（平成２７年度上野原市一般会計補正予算
（第５号））

63 ―
専決処分の承認を求めることについて

（平成27年度上野原市国民健康保険特別会
計補正予算（第４号））

64 ―
専決処分の承認を求めることについて

（平成２７年度上野原市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第３号））

65 ―
専決処分の承認を求めることについて

（平成２７年度上野原市公共下水道事業特
別会計補正予算（第４号））

番
号

付
託 案　件　名 結果

66 ― 平成27年度上野原市継続費繰越計算書の
報告について

受理

67 ― 平成27年度上野原市繰越明許費繰越計算
書の報告について

68

総
務
産
業

上野原市道路線の認定について

原案
可決70 消防署用救助工作車購入契約締結について

71 ―
上野原市特別職の職員で非常勤のものの報
酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例制定について

平成２８年第2回定例会議決結果等一覧表

（ ◎賛成討論者　 反対討論者　○賛成　●反対 ）◆賛否のあった議案

◆全会一致の議案
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付
託
さ
れ
た
3
議
案
に
つ

い
て
、
関
係
各
課
職
員
に
説

明
を
求
め
、
そ
の
後
質
疑
・

採
決
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
議
案
第
68
号
市
道

路
線
の
認
定
に
つ
い
て
は
、

併
せ
て
現
地
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

①
松
留
中
新
田
1
号
支
線

②�

上
野
原
駅
南
口
駅
前
広
場

1
号
支
線

③�

上
野
原
駅
南
口
駅
前
広
場

2
号
支
線

④
下
尾
崎
中
野
原
線

⑤
大
地
海
戸
柿
木
平
線

【
審
査
結
果
】

議
案
第
68
号
及
び
第
70
号

に
つ
い
て
は
、採
決
の
結
果
、

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。　

議
案
第
69
号
に
つ
い
て

は
、
全
て
を
設
計
図
に
入
れ

て
入
札
す
る
べ
き
と
こ
ろ
を

行
っ
て
い
な
い
と
い
う
不
自

然
な
と
こ
ろ
が
あ
り
反
対
す

る
と
の
異
議
が
出
さ
れ
た
の

で
、
起
立
採
決
し
た
結
果
、

賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

な
お
、
今
後
は
大
き
な
案

件
が
あ
る
と
き
は
、
事
前
に

情
報
提
供
し
、
話
し
合
い
の

場
を
持
つ
こ
と
に
加
え
、
変

更
契
約
締
結
の
際
は
、
変
更

内
容
等
が
判
明
し
た
ら
速
や

か
に
報
告
し
説
明
す
る
と
と

も
に
変
更
契
約
の
運
用
を
明

文
化
し
、
再
発
防
止
の
徹
底

と
、
よ
り
円
滑
な
契
約
事
務

を
行
う
よ
う
、
委
員
会
の
付

帯
意
見
と
し
ま
し
た
。

市道路線認定調査（上野原駅南口）

市
道
路
線
　

５
路
線
を
現
地
調
査

 会期中の審査

総務産業
常任委員会

　 審査日 ６月８日（水）

付託議案を審査
【付託議案】

第68号 上野原市道路線に認定について

第69号   （仮称）新上野原保育所建設工事請

負変更契約締結について

第70号  消防署用救助工作車購入契約締結

について



9 上野原市議会だより No.46

各
保
育
所
共
通
の
課
題
は
、

周
辺
道
路
が
狭
隘
で
駐
車
場

事
情
が
悪
く
、
園
児
送
迎
の

際
に
保
護
者
が
苦
労
さ
れ
て

い
る
こ
と
や
、
施
設
の
老
朽

化
に
加
え
、
使
用
禁
止
の
遊

具
が
複
数
あ
り
ま
し
た
。

保
育
室
の
不
足
な
ど
も
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新

保
育
所
は
そ
れ
ら
の
課
題
に

対
処
し
、
改
善
さ
れ
た
部
分

が
多
く
、
特
に
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
に
関

す
る
相
談
窓
口
と
し
て
一
層

充
実
し
た
も
の
に
な
っ
て
お

り
、
保
育
士
の
要
望
を
し
っ

か
り
と
取
り
込
ん
だ
つ
く
り

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ト
イ
レ
を
各
部
屋

に
配
置
し
た
こ
と
や
、
の
ぼ

り
棒
を
設
置
し
た
こ
と
も
、

現
場
の
保
育
士
か
ら
の
要
望

で
、
子
ど
も
た
ち
の
保
育
所

で
の
生
活
や
発
達
に
細
か
な

配
慮
が
施
さ
れ
て
い
た
ほ
か
、

災
害
時
等
の
避
難
路
も
確
保

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
保
育
所

の
壁
の
色
に
つ
い
て
も
、
現

場
で
見
る
と
遠
く
か
ら
見
る

色
よ
り
も
明
る
く
、
周
囲
と

調
和
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
運
用
に
あ
た
り

細
か
な
安
全
上
の
配
慮
が
必

要
で
す
が
、
危
険
性
が
確
認

で
き
た
ら
速
や
か
な
対
応
を

図
ら
れ
た
い
も
の
で
す
。

な
お
、
今
定
例
会
の
議
案

と
し
て
提
出
さ
れ
た
新
保
育

所
建
設
工
事
の
追
加
に
伴
う

変
更
契
約
締
結
に
つ
い
て
は
、

議
会
の
議
決
を
経
る
前
に
工

事
に
着
工
し
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
手
続
き

上
、
非
常
に
問
題
が
あ
り
、

当
局
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
経
過
説
明
と
再
発
防
止

策
を
明
示
さ
れ
る
よ
う
、
強

く
要
望
し
ま
し
た
。

各
保
育
所
が
抱
え
る
課
題
、
改
善
へ

　
新
上
野
原
保
育
所
に
期
待
膨
ら
む

保育所の状況を調査

付託案件がなかったため、所管事務調査を実施

第１・第２・島田保育所と新上野原保育所
 会期中の審査

文教厚生
常任委員会

　 審査日 ６月10日（金）

　現在、建設中の（仮称）新上野原保育所は、上野原第

１・第２保育所、島田保育所を統合し、来年４月に開園

する予定となっております。

新保育所開園が待たれるなか、各保育所で抱えている

様々な問題が、新保育所ではどのように改善・解消され

ていくのか、各保育所の状況について、現場に出向き調

査を行いました。
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 議員

人
々
が
集
う
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

質
問　

ハ
ー
ド
面
の
環
境
基

盤
整
備
を
ど
の
よ
う
に
進
め

完
了
し
た
か
。
さ
ら
に
着
工

中
の
も
の
、
今
後
の
整
備
に

つ
い
て
各
部
署
か
ら
説
明
を

求
め
ま
す
。

答
弁
建
設
経
済
部
長　

八
ッ

沢
大
椚
線
の
交
差
点
改
良
を

総
事
業
費
4
億
7
千
万
円
で

実
施
し
、
本
年
3
月
供
用
を

開
始
し
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
の
関
連
事
業
は
25

年
に
事
業
化
決
定
後
、
中
日

本
高
速
道
路
株
式
会
社
八
王

子
支
社
と
協
力
し
な
が
ら
事

業
を
進
め
、
早
期
供
用
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。

答
弁
都
市
計
画
課
長　

上
野

原
駅
周
辺
整
備
事
業
に
着
手

し
継
続
費
予
算
ベ
ー
ス
で
事

業
費
16
億
9
9
9
2
万
円
と

な
り
30
年
3
月
の
完
成
を
目

指
し
ま
す
。

答
弁
経
済
課
長　

県
営
中
山

間
地
域
総
合
整
備
事
業
は
22

年
か
ら
29
年
に
秋
山
・
鶴
島

を
対
象
と
し
て
農
道
、
農
業

用
排
水
路
整
備
、
鳥
獣
害
防

止
施
設
整
備
・
営
農
飲
雑
用

水
整
備
を
総
事
業
費
18
億

2
3
0
0
万
円
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

答
弁
福
祉
保
健
部
長　

建
設

中
の
仮
称
新
上
野
原
保
育
所

は
、
26
年
4
月
に
開
所
し
た

巌
こ
ど
も
園
に
次
い
で
認
定

こ
ど
も
園
の
設
定
を
予
定
し

て
お
り
、
子
育
て
、
家
庭
相

談
や
親
子
の
集
い
の
場
を
提

供
す
る
地
域
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
も
機
能
配
置
を
す

る
予
定
で
す
。
市
立
保
育
所

適
正
化
配
置
計
画
に
基
づ
く

2
0
0
人
規
模
の
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
病
後

児
や
延
長
保
育
な
ど
保
護
者

の
就
労
条
件
に
伴
う
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
保
育
所

運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
市
内
の
福
祉
保
健
機
能

を
集
約
し
市
民
へ
の
保
健
・

福
祉
・
介
護
・
子
育
て
等
を

支
援
す
る
仮
称
上
野
原
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
本
体
工

事
及
び
周
辺
道
路
工
事
に
本

年
度
着
工
す
る
予
定
で
す
。

答
弁
消
防
総
務
課
長　

消
防

庁
舎
の
建
設
が
合
併
特
例
債

な
ど
活
用
し
総
事
業
費
8
億

2
3
0
0
万
円
を
も
っ
て
26

年
度
に
完
了
し
て
い
ま
す
。

質
問　

健
全
な
財
政
運
営
が

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

地
方
債
残
高
に
交
付
税
措
置

の
実
績
、
見
込
み
は
。

答
弁
企
画
課
長　

各
課
で
申

し
上
げ
た
事
業
は
、
合
併
特

例
債
を
始
め
と
し
て
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
等
、
充
当

率
の
高
い
起
債
を
活
用
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
将
来
の

市
民
に
負
担
の
少
な
い
、
地

方
債
残
高
が
な
る
べ
く
残
ら

な
い
よ
う
な
財
源
を
選
定
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

◆山口好昭　議員（10ｐ）
１　人々が集う魅力あるまちづくりに

ついて

◆長田喜巳夫　議員（11ｐ）
１　地方創生について
2　28年度の特徴的な事業は
3　環境共生都市とは

◆川島秀夫　議員（11ｐ）
１　災害・防災対策について
2　情報格差解消について
3　18歳選挙権について
4　運転免許証、自主返納促進策

について

◆遠藤美智子　議員（12ｐ）
１　地域包括ケアシステムの推進について
2　障がい者支援について

◆村上信行　議員（12ｐ）
１　市長のチラシによる市政報告について
2　市の医療行政について
3　地域雇用創造事業について
4　情報通信基盤整備事業について
5　新保育所の契約変更について

◆川田好博　議員（13ｐ）
１　セーフティーネットについて
2　移動の利便性について
3　起業環境について

9人の議員が一般質問を行いました。
質問の要旨をお伝えいたします。
※一般質問の順番は、抽選により決定しています。
※文章は、質問者の責任で作成しています。

山口好昭

◆杉本公文　議員（13ｐ）
１　大規模災害対策について
2　光ケーブル事業について
3　人口ビジョンについて

◆久嶋成美　議員（14ｐ）
１　入札全般について
2　新上野原保育所について
3　情報通信基盤整備事業について

◆東山洋昭　議員（14ｐ）
１　開始された地域LED防犯灯設置事業の補助

事業と市管理の街路灯補助事業について
2　地方創生と市の施策について
3　職員の資格取得に関する市の考え方について

一般質問
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 議員

 議員

災
害
・
防
災
対
策
に
つ
い
て 

質
問　

耐
震
化
、
避
難
場

所
、食
料
備
蓄
、危
険
個
所
、

災
害
弱
者
へ
の
対
応
は
。

答
弁
危
機
管
理
担
当
課
長　

 

公
共
建
築
物
は
98
・
1
％
、

民
間
住
宅
は
84
・
9
％
の
耐

震
化
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。

避
難
場
所
の
確
保
及
び
防
災

備
蓄
食
料
は
、地
域
防
災
計

画
に
基
づ
き
進
め
て
い
ま
す
。

答
弁
建
設
経
済
部
長　

危
険

個
所
に
つ
い
て
は
、
県
・

市
・
警
察
・
消
防
団
な
ど
地

元
の
協
力
を
得
て
、
年
1
回

実
施
。
ト
ン
ネ
ル
橋
梁
に
つ

い
て
は
5
年
に
1
回
実
施
し

て
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

答
弁
福
祉
保
健
部
長　

要
介

護
度
の
高
い
方
や
基
準
以
上

の
障
害
等
級
の
方
、
1
人
暮

ら
し
高
齢
者
な
ど
、
地
域
防

災
計
画
に
定
め
る
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
を
作
成
し
ま

し
た
。
こ
の
名
簿
に
よ
り
、

避
難
行
動
要
支
援
者
の
平
時

か
ら
の
見
守
り
や
災
害
支
援

に
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

情
報
格
差
解
消
に
つ
い
て

質
問　

N
T
T
光
ケ
ー
ブ

ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、

旧
上
野
原
地
区
と
コ
モ
ア
の

み
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
巌

地
域
住
民
か
ら
情
報
格
差
解

消
の
た
め
、
3
0
0
人
を
超

え
る
署
名
を
持
っ
て
N
T
T

に
嘆
願
を
行
い
ま
し
た
。
市

は
格
差
解
消
の
た
め
に
、

N
T
T
と
折
衝
し
た
そ
う
で

す
が
、
そ
の
経
過
は
。

答
弁
企
画
課
長  

過
日
N
T
T

と
協
議
し
フ
レ
ッ
ツ
光
の
エ

リ
ア
拡
大
へ
の
選
択
が
市
内

全
域
で
可
能
と
な
る
よ
う
要

望
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

N
T
T
は
、
社
内
で
検
討
を

す
る
と
い
う
話
で
し
た
。
1

日
も
早
く
実
現
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
継
続
し
て
お
願
い

し
て
ま
い
り
ま
す
。

答
弁
副
市
長　

エ
リ
ア
拡
大

に
つ
き
、
市
の
考
え
を
伝
え

ま
し
た
。
U
B
C
へ
も
、

N
T
T
と
の
折
衝
を
伝
え
て

い
ま
す
。

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
促

進
に
つ
い
て

質
問　

65
歳
以
上
の
方
が

25
％
を
超
え
て
、
高
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
高
齢
化
に

よ
る
痛
ま
し
い
交
通
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事

は
個
人
差
が
あ
り
単
純
に
何

歳
以
上
と
決
め
つ
け
る
わ
け

に
い
き
ま
せ
ん
が
、
自
主
返

納
者
に
対
す
る
支
援
策
を
考

え
ま
せ
ん
か
。

答
弁
生
活
環
境
課
長　

自
主

返
納
者
の
交
通
手
段
と
し

て
、
デ
マ
ン
ド
・
タ
ク
シ
ー

に
登
録
願
い
利
用
し
て
い
た

だ
く
よ
う
運
営
し
て
き
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
近
年
高
齢

者
に
よ
る
事
故
多
発
に
つ
い

て
、
未
然
防
止
策
と
し
て
、

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

その他質問

◆18歳選挙権につい
て

長田喜巳夫

川島秀夫

環
境
共
生
都
市
に
つ
い
て

質
問　

環
境
問
題
は
、
大
き

く
は
人
類
の
存
続
さ
え
も
脅

か
す
地
球
規
模
の
問
題
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
民
、
事
業

者
、
行
政
が
一
体
と
な
り
循

環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
す

べ
き
で
す
。
私
た
ち
は
、
次

世
代
に
豊
か
な
環
境
を
引
き

継
い
で
い
く
こ
と
が
課
題
で

あ
り
大
き
な
責
務
で
す
。
当

市
に
お
い
て
は
、
特
に
河
川

の
水
質
の
向
上
に
努
め
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
下
水
道

区
域
外
の
合
併
浄
化
槽
の
整

備
が
必
要
で
す
。
費
用
が
伴

い
ま
す
の
で
最
大
限
の
軽
減

措
置
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
方
針
を
明
確
に
し
た

環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
、

環
境
共
生
都
市
上
野
原
の
構

築
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め

る
べ
き
で
す
が
。

答
弁
生
活
環
境
課
長　

29
年

度
に
は
、
30
年
度
以
降
の
新

た
な
環
境
基
本
計
画
の
策
定

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
提
案

の
あ
り
ま
し
た
件
に
つ
い
て

は
、
こ
の
策
定
の
中
で
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
特
徴
的
な
事

業
に
つ
い
て

質
問　

28
年
度
の
一
般
会
計

の
当
初
予
算
は
、
1
3
4
億

3
6
7
5
万
8
千
円
の
積
極

的
予
算
で
、
地
方
創
生
に
向

け
た
決
意
が
読
み
取
れ
ま

す
。
事
業
の
特
徴
は
。

答
弁
市
長　

地
方
創
生
総
合

戦
略
に
基
づ
い
た
地
域
活
性

化
を
始
め
、
医
療
・
福
祉
、

教
育
の
充
実
、
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
、
環
境
対

策
、
観
光
振
興
、
防
災
対
策

な
ど
の
事
業
を
進
め
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
L
E
D
化
の

推
進
、
防
災
無
線
デ
ジ
タ
ル

化
整
備
事
業
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
ネ
ッ
ト
で
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
決
済
導
入
、
新
上
野
原
保

育
所
の
完
成
、
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
建
設
、
談
合
坂
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
事
業
、
上

野
原
駅
周
辺
整
備
事
業
、
木

製
弁
当
箱
開
発
に
よ
る
地
域

産
業
の
再
興
と
森
林
保
全
、

教
育
基
本
計
画
の
策
定
な
ど

で
す
。

地
方
創
生
に
つ
い
て

質
問　

国
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
方
針
は
、
国
と
地
方
が

連
携
協
働
し
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
と
し
て
い

ま
す
。
行
政
の
果
た
す
役
割

は
重
要
で
す
。
策
定
の
意
義

と
将
来
の
人
口
目
標
は
。

答
弁
企
画
課
長　

意
義
に
つ

い
て
は
、
人
口
や
年
齢
構
成

の
変
化
、
要
因
に
つ
い
て
分

析
を
行
い
、
地
域
の
将
来
に

ど
う
影
響
す
る
か
考
察
し
、

目
指
す
べ
き
方
向
を
市
民
全

体
で
共
有
す
る
も
の
で
す
。

目
標
人
口
は
、
平
成
72
年
1

万
3
5
4
6
人
を
維
持
、
合

計
特
殊
出
生
率
を
1
・
03
か

ら
1
・
7
ま
で
上
昇
さ
せ
る

こ
と
で
す
。

一般質問
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 議員

 議員

市
の
医
療
行
政
に
つ
い
て

質
問　

都
留
市
で
は
県
と
協

議
の
中
、
産
科
が
設
け
ら
れ

る
方
向
で
進
ん
で
い
る
が
、

上
野
原
市
は
ど
う
か
。

答
弁
市
長　

県
が
医
療
保
健

計
画
に
よ
り
や
っ
て
い
ま

す
。
上
野
原
市
が
ど
う
の
こ

う
の
で
き
る
問
題
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
県
が
選
ん
だ
の
が

都
留
市
と
い
う
こ
と
で
す
。

意
見　

東
部
医
療
圏
の
３
つ

の
市
立
病
院
長
の
経
験
の
あ

る
市
長
が
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

で
産
科
を
作
る
こ
と
を
約
束

し
た
。
期
待
し
た
市
民
は
そ

の
答
弁
に
納
得
で
き
な
い
。

県
や
都
留
市
、
大
月
市
、
富

士
吉
田
市
へ
、
ど
の
よ
う
に

汗
を
か
い
た
か
聞
き
た
か
っ

た
。
市
の
医
療
行
政
へ
の
基

本
姿
勢
を
質
問
し
た
か
っ
た

が
今
の
答
弁
で
そ
の
必
要
は

な
い
と
考
え
ま
す
。

地
域
雇
用
創
造
事
業
に
つ
い
て

質
問　

３
年
間
の
事
業
だ
が

初
年
度
の
執
行
状
態
は
。

答
弁
経
済
課
長　

約
１
４
０

４
万
円
委
託
額
で
、
執
行
額

９
４
５
万
円
で
し
た
。
４
５

８
万
円
を
国
へ
返
納
し
ま
し

た
。

意
見　

返
納
し
た
こ
と
は
市

に
と
っ
て
損
失
で
あ
る
。

新
保
育
所
の
契
約
変
更
に
つ

い
て

質
問　

変
更
契
約
の
対
象
は

当
初
の
設
計
段
階
か
ら
決
定

し
て
い
た
の
か
。

答
弁
福
祉
保
健
部
長　

当
初

か
ら
入
っ
て
い
ま
し
た
。

質
問　

入
札
時
に
業
者
に
追

加
工
事
の
有
無
を
知
ら
せ
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

答
弁
福
祉
保
健
部
長　

そ
の

と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

質
問　

随
意
契
約
に
よ
る
追

加
工
事
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
た
の
は
市
職
員
と
設
計

事
務
所
だ
け
だ
っ
た
の
か
。

答
弁
福
祉
保
健
部
長　

そ
の

と
お
り
で
す
。

質
問　

設
計
変
更
は
随
意
契

約
に
繋
が
る
意
図
的
な
も
の

が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
国

の
通
達
に
も
違
反
し
、
市
長

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
も
反
す

る
と
思
う
が
。

答
弁
副
市
長　

市
に
予
算
が

十
分
あ
っ
て
当
初
の
計
画
ど

お
り
発
注
で
き
れ
ば
理
想
的

で
し
た
。
ま
た
国
の
補
助
金

の
関
係
が
あ
り
こ
の
よ
う
な

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

意
見　

工
事
を
当
初
か
ら
２

段
階
に
分
け
て
計
画
し
た
こ

と
に
整
合
性
は
な
い
。
こ
の

保
育
所
建
設
に
は
病
院
跡
地

や
、
返
還
が
遅
れ
た
敷
金
、

構
内
通
路
、
建
物
の
配
置
、

行
政
訴
訟
、
1
千
名
を
超
え

る
署
名
請
願
な
ど
多
く
の
問

題
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い

た
。
さ
ら
に
こ
の
随
意
契
約

は
市
民
の
疑
惑
を
招
く
も
の

と
危
惧
す
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

推
進
に
つ
い
て

質
問　

現
在
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
は
地
域
で
医
療

と
介
護
が
一
体
的
に
提
供
さ

れ
る
仕
組
を
構
築
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
当
市

と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

答
弁
長
寿
健
康
課
長　

市
内

の
医
療
・
介
護
・
地
域
の
関

係
者
で
設
置
し
た
「
地
域
ケ

ア
会
議
」
に
お
い
て
、
地
域

の
課
題
、
解
決
策
等
を
検
討

し
て
い
く
た
め
に
多
職
種
連

携
部
会
を
設
置
し
、
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

質
問　

医
療
と
介
護
を
合
わ

せ
持
つ
高
齢
者
を
支
え
る
た

め
に
は
、
居
宅
の
訪
問
診
療

等
、
在
宅
医
療
の
提
供
が
必

要
で
す
。
当
市
の
在
宅
医
療

体
制
は
。

答
弁
長
寿
健
康
課
長　

現
在

1
名
の
医
師
で
狭
義
の
在
宅

医
療
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
在
宅
医
療
を

含
め
医
療
・
介
護
・
地
域
が

連
携
し
て
切
れ
目
の
な
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
仕
組

み
づ
く
り
を
考
え
て
い
ま
す
。

障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

質
問　

厚
労
省
に
よ
る
と
近

年
、
発
達
障
が
い
児
の
人
数

が
増
加
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
現
在
、
市
内
の
支
援

学
級
・
支
援
学
校
に
通
学
し

て
い
る
人
数
は
。

答
弁
学
校
教
育
課
長　

市
内

小
中
学
校
の
支
援
学
級
に
29

名
、
支
援
学
校
へ
は
小
中
高

等
部
合
わ
せ
て
83
名
で
す
。

質
問　

当
市
の「
第
4
期
障

害
者
福
祉
計
画
」に
児
童
福

祉
法
に
基
づ
く
障
害
児
支
援

サ
ー
ビ
ス
が
5
つ
あ
る
が
、現

在
の
支
援
、利
用
状
況
は
。

答
弁
福
祉
保
健
部
長　

27
年

度
の
実
績
で
は
①
児
童
発
達

支
援
は
利
用
者
2
名
②
医
療

発
達
支
援
は
申
請
者
な
し
③

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
利

用
者
22
名
④
保
育
所
訪
問
支

援
は
申
請
者
な
し
⑤
障
害
児

相
談
支
援
は
年
々
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
児
童

が
増
え
て
い
る
と
こ
と
か

ら
、
こ
の
支
援
は
今
後
も
増

加
す
る
見
込
み
で
す
。

意
見　

5
つ
の
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
う
ち
、
②
と
④
は
利
用

申
請
が
な
い
と
の
事
だ
が
、

決
し
て
必
要
な
い
か
ら
申
請

し
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
利
用
し
た
い
が
市
内
に

利
用
で
き
る
施
設
が
少
な
い

こ
と
と
、
利
用
で
き
る
施
設

が
遠
い
な
ど
の
理
由
で
申
請

で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

要
望　

改
正
障
害
者
自
立
支

援
法
は
、
身
近
な
地
域
で
支

援
を
受
け
ら
れ
、
障
害
特
性

に
応
じ
た
支
援
の
提
供
が
さ

れ
る
よ
う
、
質
の
確
保
を

図
っ
た
も
の
。
今
後
、
障
が

い
児
に
対
す
る
柔
軟
な
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
要
望
し
ま
す
。

その他質問

◆市長のチラシによる
市政報告について

◆情報通信基盤事業
について

村上信行

遠藤美智子

一般質問
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大
規
模
災
害
対
策
に
つ
い
て

質
問　

当
市
の
最
大
地
震
被

害
想
定
は
、死
亡
者
1
2
5

名
、重
軽
症
者
1
3
1
0
名
、

建
物
で
は
、全
壊
2
5
8
6
棟
、

半
壊
2
0
2
2
棟
、焼
失
13

棟
、断
水
7
3
9
7
世
帯
、住

居
の
制
約
世
帯
3
9
4
2
、人

数
1
万
2
4
0
1
名
と
な
っ
て

い
る
。こ
れ
ら
の
被
害
に
備
え

る
た
め
、
避
難
所
20
ヵ
所
へ

の
直
行
職
員
、
及
び
要
領
に

規
定
す
る
災
害
調
査
員
の
任

命
と
配
備
は
し
た
の
か
。

答
弁
危
機
管
理
担
当
課
長　

震
度
6
弱
以
上
の
地
震
発
生

時
は
、
職
員
を
直
行
さ
せ
る

こ
と
は
危
険
が
あ
り
余
震
が

お
さ
ま
り
、
安
全
が
確
保
さ

れ
た
後
、
職
員
を
派
遣
し
ま

す
。
災
害
調
査
員
に
つ
い
て

は
指
名
し
て
い
な
い
が
、
有

事
の
際
に
職
員
の
安
否
等
を

確
認
し
な
が
ら
出
動
で
き
る

職
員
を
指
名
し
ま
す
。

質
問　

防
災
計
画
の
目
的
は

減
災
の
た
め
に
事
前
に
備
え

る
と
し
て
い
る
。
よ
っ
て
調

査
員
も
事
前
に
任
命
す
る
と

規
定
し
て
あ
る
が
、
市
長
は

前
回
、
指
示
し
て
あ
る
の
で

任
命
し
て
あ
る
と
思
う
と
答

弁
し
て
い
る
が
、
担
当
課
長

の
答
弁
と
の
整
合
性
は
。

答
弁
市
長　

任
命
の
指
示
は

出
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

は
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

避
難
所
計
画
で
収

容
可
能
人
員
3
2
0
4
人
。

市
内
の
避
難
予
定
者
数
は

2
0
2
5
人
、他
に
滞
留
旅

客
と
帰
宅
困
難
者
3
0
2
9

人
が
想
定
さ
れ
合
計
す
れ
ば

5
千
人
を
越
え
、収
容
数
が

不
足
と
な
る
。さ
ら
に
滞
留

旅
客
等
の
避
難
先
が
島
田
小

中
学
校
と
な
っ
て
い
る
が
、鶴

島
地
区
の
避
難
者
は
ど
こ
に

避
難
す
る
の
か
。ま
た
、ど
ち

ら
を
優
先
す
る
の
か
。

答
弁
危
機
管
理
担
当
課
長　

当
然
、
そ
こ
を
指
定
す
る
際

に
調
整
が
で
き
て
い
る
と
思

う
。
そ
の
辺
に
つ
い
て
は
調

査
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
報

告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

質
問　

市
内
に
出
産
で
き
る

施
設
が
無
い
た
め
、
1
0
0

人
程
度
の
方
が
市
外
の
病
院

等
で
出
産
し
て
い
る
。
公
約

で
あ
っ
た
出
産
環
境
の
改
善

が
困
難
な
ら
、
せ
め
て
交
通

費
の
援
助
は
で
き
な
い
か
。

答
弁
市
長　

私
が
最
初
に
公

約
し
た
、
産
め
る
、
育
て
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
今
で

も
私
の
大
き
な
目
標
の
1
つ

で
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
議

員
の
提
案
も
十
分
に
検
討
に

値
す
る
と
し
て
思
っ
て
お

り
、
そ
れ
を
含
め
て
、
今
後

さ
ら
に
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

その他質問

◆光ケーブル事業に
ついて

杉本公文

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

質
問　

就
学
援
助
の
改
善
の

取
り
組
み
は
。

答
弁
学
校
教
育
課
長　

支
給

対
象
者
の
基
準
、
支
給
時

期
、
周
知
方
法
の
改
善
の
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

県
営
住
宅
の
誘
致
は
。

答
弁
都
市
計
画
課
長　

立
地

条
件
の
良
い
候
補
地
が
あ
れ

ば
、
県
に
提
示
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

質
問　

市
営
住
宅
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
環
境
は
。

答
弁
都
市
計
画
課
長　

小
沢

東
団
地
で
は
入
居
者
が
退
去

し
た
と
き
に
段
差
の
解
消
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
昇

降
機
の
設
置
は
困
難
な
状
況

で
す
。

質
問　

市
営
住
宅
の
建
替
え

に
つ
い
て
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
弁
都
市
計
画
課
長　

長
期

的
な
ス
パ
ン
で
は
、
集
約
し

て
建
設
す
べ
き
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

質
問　

空
き
家
バ
ン
ク
の
登

録
が
少
な
い
原
因
は
。

答
弁
企
画
課
長　

周
知
や
掘

り
起
こ
し
に
問
題
が
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、
特
命
担
当
の

設
置
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
配
置
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

質
問　

1
9
8
8
年
の
国

民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担

率
は
49
・
8
％
だ
っ
た
。

2
0
1
4
年
度
は
23
・
68
％

だ
。
国
庫
負
担
の
増
額
を
求

め
る
こ
と
は
。

答
弁
市
民
部
長　

今
後
と
も

要
望
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

国
保
税
は
負
担
が
重

い
の
で
は
。

答
弁
市
民
部
長　

多
く
の
課

題
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
ま
す
。

移
動
の
利
便
性

質
問　

四
方
津
駅
周
辺
の
国

道
の
歩
道
設
置
の
事
業
化
が

発
表
さ
れ
た
が
。

答
弁
都
市
計
画
課
長　

国
道

の
事
業
が
本
格
化
し
た
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

質
問　

四
方
津
駅
周
辺
全
体

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
で
市
の

方
針
は
。

答
弁
都
市
計
画
課
長　

今
年

度
中
に
整
備
方
針
を
決
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

上
野
原
駅
周
辺
整
備

に
伴
い
バ
ス
路
線
な
ど
の
公

共
交
通
機
関
の
見
直
し
を
す

べ
き
。

答
弁
生
活
環
境
課
長　

関
係

者
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
予
定
で
す

質
問　

千
足
橋
の
建
設
は
。

答
弁
建
設
経
済
部
長　

昭
和

37
年
で
す
。

質
問　

2
ト
ン
の
重
量
制
限

は
生
活
に
影
響
が
あ
る
が
。

答
弁
建
設
経
済
部
長　

構
造

上
の
問
題
な
の
で
理
解
し
て

ほ
し
い
。

要
望　

生
活
環
境
を
改
善
す

る
た
め
架
け
替
え
を
含
め
て

検
討
し
て
ほ
し
い
。

その他質問

◆起業環境について

川田好博

一般質問
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その他質問

◆新上野原保育所に
ついて
◆情報通信基盤整備
事業について

開
始
さ
れ
た
地
域
L
E
D
防

犯
灯
設
置
事
業
の
補
助
事
業

と
市
管
理
の
街
路
灯
補
助
事

業
に
つ
い
て

質
問　

昨
年
9
月
、12
月
議

会
で
市
長
及
び
総
務
部
長

は
、「
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は

前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。ま

た
補
助
要
綱
見
直
し
を
視

野
に
検
討
し
ま
す
」と
答
弁

し
て
い
ま
す
。そ
し
て
こ
の
3

月
議
会
で
そ
の
こ
と
が
実
行

に
移
さ
れ
、防
犯
灯
L
E
D

化
推
進
要
綱
の
中
の
1
灯
当

た
り
2
万
円
限
度
か
つ
総
経

費
の
2
分
の
1
ま
で
補
助
と

い
う
要
綱
を
作
り
ま
し
た
。

た
だ
私
は
こ
の
要
綱
だ
と
、

区
・
自
治
会
へ
の
普
及
の
足
か

せ
に
な
る
と
強
く
危
惧
し
、

そ
の
2
分
の
1
ま
で
の
削
除

を
強
く
訴
え
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
補
助
要
綱
が
4
月
1

日
付
け
と
5
月
1
日
付
け
で

ど
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
、

ど
の
よ
う
に
使
い
勝
手
が
良

い
仕
組
み
に
な
っ
た
の
か
。

答
弁
総
務
部
長　

4
月
1

日
付
け
で
1
灯
に
つ
き
、2
万

円
を
補
助
限
度
か
つ
総
経
費

の
2
分
の
1
を
補
助
す
る
事

業
を
開
始
し
ま
し
た
が
そ
の

後
、議
長
名
で
こ
の
補
助
事
業

の
拡
充
を
求
め
る
要
望
書
が

提
出
さ
れ
、5
月
1
日
付
け

か
ら
1
灯
に
つ
き
、2
万
円
を

補
助
限
度
と
す
る
部
分
だ
け

と
し
、総
経
費
の
2
分
の
1

部
分
を
削
除
し
た
補
助
内
容

に
要
綱
を
変
更
し
ま
し
た
。

質
問　

今
、議
長
名
で
補
助

事
業
の
拡
充
を
求
め
る
要
望

書
を
提
出
さ
れ
た
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
に
対

し
て
市
長
は
議
会
と
と
も
に

市
民
目
線
に
立
っ
た
政
治
決

断
を
さ
れ
、速
や
か
に
要
綱

変
更
を
さ
れ
た
こ
と
に
対
し

て
、私
は
高
く
評
価
い
た
し

ま
す
。そ
こ
で
今
後
の
予
算

措
置
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
総
務
部
長 

こ
れ
ま

で
52
の
自
治
会
か
ら
合
計

1
8
2
1
灯
分
の
事
業
実
施

の
意
思
表
示
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
8
団
体
が
計

3
1
6
灯
の
防
犯
灯
の
交
換

事
業
を
現
在
実
施
し
て
い
ま

す
。
既
に
当
初
予
算
額
に
達

し
て
い
る
こ
と
か
ら
残
る
44

団
体
の
1
5
0
0
灯
余
り
の

補
助
金
は
、
9
月
議
会
の
補

正
予
算
等
の
提
出
で
対
応
し

て
行
く
考
え
で
す
。

意
見　

今
回
の
当
初
予
算
分

の
8
団
体
、
計
3
1
6
灯
の

防
犯
灯
の
交
換
事
業
は
全
て

市
内
の
電
気
工
事
業
者
が
工

事
を
行
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
今
後
も
そ
れ
に
向
け

て
、
そ
れ
を
踏
襲
し
な
が
ら

市
内
の
電
気
工
事
業
者
の
積

極
的
な
利
用
を
各
地
区
に
要

請
し
、
地
域
経
済
活
性
化
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
強

く
要
望
し
て
お
き
ま
す
。

その他質問

◆地方創生と市の施
策について

◆職員の資格取得に
関する市の考え方
について

入
札
全
般
に
つ
い
て

質
問　

入
札
参
加
資
格
の
決

定
ま
で
の
流
れ
と
予
定
価
格

の
決
め
方
、
ま
た
、
ど
こ
を

重
点
項
目
と
し
て
チ
ェ
ッ
ク

す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
総
務
部
長　

契
約
事
務

手
続
き
に
沿
い
、
各
課
か
ら

提
出
さ
れ
た
案
件
を
総
務
課

で
取
り
ま
と
め
、
上
野
原
市

建
設
工
事
等
指
名
業
者
選
考

会
議
の
中
で
決
定
し
て
い
ま

す
。
予
定
価
格
の
決
め
方
で

す
が
、
担
当
課
で
設
計
ま
た

は
見
積
り
を
徴
し
た
価
格
を

も
っ
て
予
算
執
行
伺
を
し
て

そ
の
額
を
予
定
価
格
と
し
て

い
ま
す
。
ど
こ
を
重
点
的
に

チ
ェ
ッ
ク
す
る
か
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
市
内
業
者
に
配

慮
を
す
る
中
で
、
上
野
原
市

建
設
工
事
等
入
札
制
度
合
理

化
対
策
要
綱
の
規
定
に
基
づ

き
、
過
去
の
契
約
実
績
、
地

理
的
条
件
、
技
術
者
の
状
況

な
ど
を
踏
ま
え
て
決
定
し
て

い
ま
す
。

質
問　

新
年
度
の
入
札
結
果

を
見
て
、
可
燃
物
ご
み
収
集

の
業
務
を
、
落
札
者
と
違
う

業
者
が
行
っ
て
い
る
が
な
ぜ

か
。

答
弁
総
務
部
長　

１
度
目
の

入
札
が
不
調
に
終
わ
っ
た
た

め
、
２
度
目
の
入
札
に
つ
い

て
は
周
知
か
ら
落
札
す
る
業

者
の
準
備
期
間
が
必
要
に
な

り
、
当
初
の
入
札
は
４
月
１

日
か
ら
業
務
の
予
定
、
２
度

目
の
入
札
に
つ
い
て
は
10
月

以
降
の
業
務
執
行
と
い
う
こ

と
で
こ
れ
ま
で
の
業
者
が
９

月
ま
で
引
き
続
き
業
務
を
行

い
、
そ
こ
で
交
代
と
い
う
事

で
す
。

質
問　

新
た
に
落
札
し
た
業

者
は
、
準
備
期
間
に
半
年
も

か
か
る
の
か
、
入
札
参
加
資

格
の
要
綱
に
基
づ
い
て
い
る

の
か
。

答
弁
総
務
部
長　

１
度
目
の

入
札
が
不
調
に
終
わ
っ
た
た

め
に
２
度
目
の
入
札
で
は
実

績
要
件
を
外
し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
今
回
の
よ
う
な
結

論
が
出
た
と
い
う
事
で
す
。

意
見　

条
件
を
変
え
て
実
績

を
外
し
た
と
答
弁
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
大
き
な
問
題
で

す
。
廃
棄
物
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
の
中
で
は
、

実
績
を
重
要
視
し
て
い
ま

す
。
実
績
が
な
い
と
地
域
に

密
着
し
た
仕
事
が
で
き
な

い
。
ま
た
、
地
元
業
者
の
育

成
に
も
な
ら
な
い
。
落
札
し

た
後
に
車
を
準
備
す
る
期
間

を
設
け
る
な
ん
て
あ
り
え
な

い
。
何
の
た
め
に
入
札
参
加

資
格
申
請
を
出
す
の
か
。
法

律
の
中
で
条
件
と
し
て
あ
る

実
績
を
外
し
、
車
も
な
い
準

備
不
足
の
業
者
に
落
札
さ
せ

た
と
い
う
事
は
、
最
終
的
に

印
を
押
し
た
市
長
の
責
任
で

す
。

久嶋成美

東山洋昭

一般質問
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第3回定例会
傍聴のご案内

市議会は公開されており、どなたでも傍聴できます。
ご希望の方は、会議当日、市役所３階議会事務局受
付までお越しください。
	９月５日 （月） 本会議（議案上程等）
 ７日 （水） 総務産業常任委員会
 ９日 （金） 文教厚生常任委員会
 １３日 （火） 一般質問
 １４日 （水） 一般質問
 １５日 （木） 一般質問（予備）
 １６日 （金） 決算特別委員会
 ２０日 （火） 決算特別委員会
 ２１日 （水） 決算特別委員会（総括）
 ２７日 （火） 本会議（議案審議等）

※日程は、変更になる場合もあります。
　正式には、定例会の本会議（初日）に決定します。

主要地方道上野原丹波山線道路整備推進
連絡協議会総会に出席
　平成28年5月24日、小菅村役場会議室において、主
要地方道上野原丹波山線道路整備推進連絡協議会総
会が行われました。
　丹波山村、小菅村、上野原市の各首長や議員など、
多数の関係者が出席しました。

主要地方道上野原あきる野線建設促進協
議会定期総会に出席
　平成28年7月5日、島田コミュニティーセンターに
おいて、主要地方道上野原あきる野線建設促進協議会
定期総会が行われました。
　檜原村、上野原市の各首長や議員など、多数の関係
者が出席しました。

	 	

　熊本地震により被災された方々に対し、心からお見舞い申し上げますとともに、

犠牲になられた方々のご冥福を謹んでお祈り申し上げます。 　

　上野原市議会では、被災地に対して義援金をお送りしました。　議員一同、一日

も早い復旧・復興をお祈りいたします。

平成28年熊本地震に対する義援金を送りました
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私
ど
も
は
、
秋
山
地
区
育

成
会
会
員
を
中
心
に
『
星
を

観
る
会
』
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
本
年
で
3
回
目
を
迎

え
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

秋
山
小
学
校
に
勤
務
し
て

お
ら
れ
た
先
生
の
協
力
に
よ

り
、
星
や
宇
宙
に
関
す
る
講

演
や
テ
ン
ト
内
で
観
る
事
が

出
来
る
移
動
式
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
を
用
い
た
り
、
校
庭
に

シ
ー
ト
を
敷
き
、
寝
な
が
ら

空
を
見
上
げ
る
観
望
会
な
ど

を
小
中
学
生
に
体
験
し
て
も

ら
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
観

望
会
で
は
、
国
際
宇
宙
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
や
土
星
な
ど
を
見

る
事
が
で
き
、
初
め
て
見
る

土
星
の
輪
を
大
人
も
子
供
も

一
緒
に
な
っ
て
望
遠
鏡
を
の

ぞ
い
て
お
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
は
市
教
育
委

員
会
の
協
力
に
よ
り
、
県
立

科
学
館
の
先
生
に
お
越
し
頂

き
科
学
の
実
験
を
体
験
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
方
に

支
え
ら
れ
て
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
子
ど
も

た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
も
刻

一
刻
と
変
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

秋
山
の
良
さ
を
伝
え
な
が
ら

新
し
い
事
を
学
習
、
体
験
さ

せ
、
子
ど
も
た
ち
に
星
の
数

ほ
ど
人
生
の
道
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
く
学
び
遊
べ
、

か
つ
大
人
も
安
心
・
安
全
に

住
め
る
環
境
整
備
を
進
め
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本

年
は
８
月
６
日
土
曜
日
、
16

時
30
分
よ
り
秋
山
小
学
校
で

開
催
予
定
で
す
。
市
内
の
小

中
学
生
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が

い
つ
ま
で
も
輝
き

つ
づ
き
ま
す
よ
う
に
・
・

星
を
観
る
会
実
行
委
員
会

委
員
長 

原
田
明
仁 

さ
ん

『
星
の
数
は
何
の
数
？
』
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4月
4日 日本大学明誠高等学校入学式
5日 議会だより編集常任委員会
6日 上野原市立小学校入学式
8日 上野原高等学校入学式
10日 第64回秋山地区慰霊祭
12日『上野原駅南口昇降施設棟外建設工事』安全祈願

祭並びに竣工式
議会だより編集常任委員会

13日 議会運営委員会・議員全員協議会
18日 平成28年市政功労者等選考審査
19日 議会だより編集常任委員会

第255回山梨県市議会議長会定期総会（韮崎市）
24日 第12回上野原市バレーボール連盟春季大会

第37回福祉芸能大会
25日 平成28年度市町村長及び市町村議長（甲府市）
26日 第82回関東市議会議長会定期総会（さいたま市）
27日 議会だより編集常任委員会
29日 戦没者慰霊祭（大目地区）

5月
3日 第41回郡内少年野球大会
13日 第44回全国自治体病院経営都市議会定期総会
16日 平成28年度リニア中央新幹線建設促進山梨県期

成同盟会総会及び講演会
19日 上野原市母子寡婦福祉連合会総会
21日 第12回太陽のつどい
24日 主要地方道上野原丹波山線今川トンネル建設促

進期成同盟会総会
主要地方道上野原丹波山線道路整備推進連絡協
議会総会

26日 平成28年市政功労者等表彰式
上野原市商工会第11回通常総代会

29日 上野原市体育祭り
30日 議会運営委員会・議員全員協議会
31日 第92回全国市議会議長会定期総会

6月
4日 上野原市障害者福祉会第10回定期総会
6日 上野原市議会第2回定例会本会議（開会）
8日 総務産業常任委員会
10日 文教厚生常任委員会
12日 八重山トレイルレース
14日 市政一般に関する質問
16日 市政一般に関する質問
20日 上野原市議会第2回定例会本会議（閉会）
23日 議友会総会
24日 上野原市観光協会定期総会

市民の声

18
歳
選
挙
権
拡
大
に
な
っ

て
、
初
め
て
の
国
政
選
挙
。

新
有
権
者
諸
君
を
含
め
、
私

た
ち
の
国
政
に
対
す
る
期

待
が
、
本
当
に
届
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。
期
待
を
託
し
た

議
員
の
こ
れ
か
ら
を
注
視
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
6
月
議
会
に
は
、
当

市
議
会
始
ま
っ
て
以
来
初
め

て
、
高
校
生
20
人
が
、
議
会

傍
聴
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

表
紙
写
真
の
よ
う
に
真
剣
な

面
持
ち
で
議
会
の
様
子
を
注

視
し
て
い
ま
し
た
。

新
有
権
者
諸
君
を
始
め

市
民
の
皆
様
の
新
鮮
な
視
点

で
、
こ
れ
か
ら
の
住
み
よ
い

上
野
原
市
の
た
め
の
提
言
発

信
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

議 会 活 動

議
会
だ
よ
り
編
集
常
任
委
員
会

委
員
長
　 

久
嶋
　
成
美

副
委
員
長
　 

遠
藤
美
智
子

委
　
　
員
　 

長
田
喜
巳
夫

委
　
　
員
　 

川
島
　
秀
夫

委
　
　
員
　 

東
山
　
洋
昭

委
　
　
員
　 

川
田
　
好
博


